
No.34 漁業の安全向上に取り組みたい 

最初の相談先 
 

所属漁協  普及員（水産試験場）  県の担当者   その他                         

 
県の担当グループ 
 

漁政課調整・漁船グループ TEL029-301-4080 
FAX029-301-4089 

事業名 安全推進員養成講習会事業(水産庁)  事業の所管機関 漁政課  
事業の概要 
 ［事業主体］  

全国漁業就業者確保育成センター(水産庁から受託) 
  ［事業内容］ 

漁業カイゼン講習会のご案内 (無料) 

～ 安全な労働環境の形成と労働災害の減少を目指して ～ 

■漁業カイゼン講習会の目的 

 ⇨「安全推進員」を養成します 
この事業は、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未然防止などの

知識を持った「安全推進員」を養成します。 
「安全推進員」の活躍で、各地域の漁船の労働環境改善などが推

進され、海難事故の減少を目指します。 
■漁業カイゼン講習会の特長 

 ⇨ 無料、わかりやすい、短時間などなど 
特徴１：無料      資料費、講師の経費はかかりません 
特徴２：わかりやすい  問題点を見つけ出し、みんなで理解できる 
特徴３：短時間でＯＫ  約１時間から可能です 
特徴４：効果的・好評  約８割の受講生が高い評価 
特徴５：地域に貢献   受講後は安全推進員として、漁船の事故の 

防止等に貢献できる 
■漁業カイゼン講習会の内容例 

⇨ 豊富な事例で実践的に 
１．安全推進員の考え方、活動内容の説明 
２．チェックリストを説明 
３．良い改善事例の選定 
４．船内の点検（可能な場合） 
５．情報交換 
６．修了証の授与 

申込み･問い合わせ先：一般社団法人 全国漁業就業者確保育成センター 
〒107-0052 東京都港区赤坂1丁目9番13号 三会堂ビルB1 
TEL 03-5545-1617 FAX 03-5545-1618  

［その他］ 
○安全責任者養成講習会事業 

上記｢安全推進員｣を含む漁業者を指導する｢安全責任者｣を養成するための講習会 
（問い合わせ先：一社 全国漁業就業者確保育成センター） 

○ライフジャケット等の漁業安全に関する意見、お問合せ、講習希望等は県漁政課まで 
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No.35 海難救助活動を支援して欲しい 

最初の相談先 
 

所属漁協  普及員（水産試験場）  県の担当者   その他                         

（   ） 
県の担当グループ 
 

漁政課 経営・組合グループ TEL029-301-4075 
FAX029-301-4089 

事業名 水産多面的機能発揮対策事業 事業の所管機関 
 

漁政課  
経営・組合グループ 

事業の概要 
 ［事業主体］  

○茨城県沿海水産多面的機能地域協議会（活動組織を指導・助言する） 
構成員：沿海地区漁連、漁政課、水産振興課、水産試験場、市町 
事務局：沿海地区漁連、漁政課経営・組合グループ 

                      
○活動組織（海難救助訓練活動を実施） 

構成員：漁業者、漁協、地域住民等 
 

 ［事業内容］ 
      漁業者等で構成される活動組織が

実施する海難救助訓練活動※に対

し、その活動費を助成します。 
※非常時の通信手段の確保支援、救    

援体制の構築など 

 
 ［補助率、負担割合］   
     補助率 ：10/10 
     負担割合：国 10/10 

［活動組織設立と事業の流れ］ 

 ［その他］ 
     現在、鹿嶋市の鹿島灘地区、神栖市の波崎地区の活動組織が、本事業の支援を受けて

海難救助活動（含む訓練）を実施しています。 

 

（補助金の流れ、負担割合） 
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No.36 沖から船主や家族に連絡をとりたい 

 
最初の相談先 
 

 
所属漁協  普及員（水産試験場）  県の事業担当者    その他 

（漁業無線局）           

 
県の担当グループ 
 

水産試験場 漁業無線局  

事業名      － 事業の所管機関 
 

茨城県水産試験場 

事業の概要 
  ［事業主体］ 茨城県水産試験場漁業無線局 
 
  ［事業内容］ 夜間・休日に沖で操業中の漁船から、緊急連絡や氷、水、食料等を手配した

い場合には、漁業無線局に連絡すれば 24 時間体制で通信を受け付けており、

漁業無線局から船主や家族に連絡します。 
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No.37 沖で天気予報を知りたい 

 
最初の相談先 
 

 
所属漁協  普及員（水産試験場）  県の事業担当者   その他 

（漁業無線局）                

県の担当グループ 水産試験場 漁業無線局  
事業名     － 事業の所管機関 

 
茨城県水産試験場 

事業の概要 
  ［事業主体］ 

 茨城県水産試験場漁業無線局 
 
  ［事業内容］ 

 沖で天気予報等を知りたい場合には、以下の方法で情報が入手できます。 
          
  ［事業の仕組み］ 

１ 漁業無線局を無線で呼び出し、直近の天気予報の送付を依頼する。 
 
２ 漁業無線局の気象情報の放送を受信する。 
  放送時間は、漁業無線局のトップページにリンクがあります。 
  リンク先：https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/suishi/gyogyo/ 

documents/wxtime.pdf 
 
 
 

 
 
 
 
３ 海上気象メールを受け取る。 
  １日３回(0630、1130、1830)水戸、銚子気象台の予報をメール配信しています。 
  配信申し込みは、氏名、所属、船名、アドレスを漁業無線局まで送っていただければ 

登録します。 
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